




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































乳幼児名 性別 生年月（平成） 描き始め 意味付け開始 図形の組合せ
A 男 6年4月 1歳 2歳1ケ月 2歳8ケ月
B 男 6年5月 1歳1ケ月 2歳3ケ月 2歳7ケ月
C 男 6年5月 不明 2歳 2歳8ケ月
D 男 6年5月 1歳3ケ月 1歳6ケ月 2歳11ケ月
E 女 6年8月 1歳 1歳5ケ月 2歳8ケ月
F 男 6年10月 1歳 3歳 3歳1ケ月
G 女 6年11月 1歳 2歳1ケ月 2歳10ケ月
H 女 7年1月 1歳 1歳8ケ月 3歳
1 女 7年8月 10ケ月 2歳3ケ月 2歳8ケ月

















































乳幼児名 描き始め 第1経過期間 意味付け開始 第2経過期間 図形の組合せ 全経過期間
A 1歳 1年1ケ月 2歳1ケ月 7ケ月 2歳8ケ月 1年8ケ月
B 1歳1ケ月 1年2ケ月 2歳3ケ月 4ケ月 2歳7ケ月 1年6ケ月
C 不明 2歳 8ケ月 2歳8ケ月 不明
D 1歳3ケ月 3ケ月 1歳6ケ月 1年5ケ月 2歳11ケ月 1年8ケ月
E 1歳 5ケ月 2歳5ケ月 1年3ケ月 2歳8ケ月 1年8ケ月
F 1歳 2年 3歳 1ケ月 3歳1ケ月 2年1ケ月
G 1歳 1年1ケ月 2歳1ケ月 9ケ月 2歳10ケ月 1年10ケ月
H 1歳 8ケ月 1歳8ケ月 1年4ケ月 3歳 2年
1 10ケ月 1年5ケ月 2歳3ケ月 5ケ月 2歳8ケ月 1年10ケ月














































































































































































A ① ②③④㊧⑦ ⑥⑧⑨⑩ 1歳9ケ月
B ①② ③④⑳⑥⑦ ⑧⑨ 1歳9ケ月
C ②③ ①④⑤⑥⑦
D ①② ③⑤⑳⑧⑨ ④⑦⑩⑪ 1歳11ケ月
E ①② ⑳④⑥⑩ ⑤⑦⑧⑨⑪⑫⑬⑭ 1歳4ケ月
F ①② ③④⑳⑨⑩⑪⑫ ⑬⑭ 1歳8ケ月
G ①②③ ⑭⑤⑥⑨⑩⑪ ⑦⑧⑫ 1歳9ケ月
H ①② ⑭⑦ ③⑧⑨⑩⑪ 1歳9ケ月
1 ①②③ ④⑤⑳⑦⑧ ⑨⑩⑪⑫ 1歳9ケ月
J ①② 翻 ④⑤⑥ 1歳7ケ月
太字はローエンフェルドのいう未分化期の作品例と似た作品
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まれてしまう。
　ローエンフェルドは「未分化」の説明を次のようにしている。
　『かなりの期間なぐり描きをして後（始めてから6ヶ月），ある時期に，子供は自分の動作と
紙の上にぶっっけてあるものとの間に関係のあることを知るようになる・…』
　確かにこれら（図3）の作品は描き始めた絵から数ヶ月後に描かれた作品ばかりである・そ
の意味において彼の指摘に合致している。また，動作と痕跡との関係も意識している。しかし・
それは“でたらめ”な動作ではなく視覚的統御へ向かっている行動に思える。むしろ図3で示
した作品以前の作品こそ，偶発的であろうと模倣からであろうと手を動かしたら痕跡が残った
…
と言う驚きや緊張の作品といえる。その時期こそ「未分化」の時期であり，スクリブル獲得
期に相当する。
　ローエンフェルドは2歳以前の作品については触れていない。その部分が本研究で明らかに
なった。
　痕跡を意図的に残そうとしている行動は，手を動かして線や点を描いてみたいという欲求の
高まりであり，ローエンフェルドのいう『視覚的統御を発見してきたこと』である・それは彼
の言う「経線または制御されたなぐり描き」に相当する。また『…もっと複雑な形式の動作
をしようとする。これらの動作の結果として，今や，腕全体の運動によって表現される円形の
線を引くようになるのである。』と，「円形なぐり描き」を解説している・
　そうしたことをまとめてみると，痕跡が残るという不思議さから，痕跡を作ろうと行動する
ようになる。そして眼前の痕跡に刺激され影響を受けて行動が継続される。それはまさに子ど
もの思いが象徴されている行動として受けとめなくてはならない。やがて“ことばの獲得”と
相互的に絡み合い，描いた痕跡に意味をっけるようになる。その「描いた痕跡に意味をっける」
ことはローエンフェルドのいう「なぐり描きへの注釈」と合致する。（意味付けスクリブル期）
　ことばによる説明がっかなくても意図して行動している描画行動は重要で，それを感受する
子どもの環境（周囲の大人達）がそれに気づき価値のある行為として認めることで子どもは主
体的に生きる自分自身を獲得していく。これは単に描画行動にとどまることではなく，子ども
の人間形成に重要な影響をもつ。
　そうした重要な時期として「象徴的」スクリブルを受けとめなければならない。
　しかしながら，この時期を「なぐり描き」として軽く見過ごしてしまう傾向が現実にある。
決して「無統制の」行為でもなく，「描きなぐる…」といったことばから受け取るイメージも大
きく影響するのではないだろうか。
　そうしたいくっかの方向から考えると，子どもの育ちを保障する為にも「象徴的スクリブル
期」の対応は重要である。
　以上の重要性から考えると，V・ローエンフェルドのいう“円形のなぐり描き”の獲得は次
へのステップとして重要ではあるが「象徴的」時期に包含される問題であると言えよう。
皿　まとめ
先行研究のほとんどが2歳からの研究であり，それをそのまま現在の子どもに適用できな
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い。描き始めも表1で明らかなように1歳前後である。意味をっけるようになる時期も2歳ご
ろであり，図形として円形や線を組合せ始めることも3歳ごろで，すべての子どもの行動が今
までの考え方から1年早い事が明確に確認できた。明らかに時代の変化による生育環境の違い
であろう。
　そうした意味で現前の子どもを見っめた対応を図ることこそ育児や保育に重要と考える。
　乳幼児期の描画行動の不思議さはスクリブルばかりではない。具体的な描画表現になればな
るほど子どもの考えや感じ方から離れ，大人の概念や理論に当てはめて反応してしまう。
　その描画から何を感じ取り，どのように反応するかという子どもとの関わり方や受け手の価
値観が子どもの成長に大きく影響…するだけに，本研究のもっ意味は大きい。今後も継続研究を
していきたい。
　今回提供された作品は保育園という集団保育の場で共通の刺激を受けた行動の為描き始めの
時期が接近していると考えられる。家庭で育った子どもの様子にっいても検証したい。
　また，V・ローエンフェルドの論に引き寄せられながら進めてきたが，　R・ケロッグやW・
グレッィンゲルのいうスクリブル論に照らしながら検証しなければならないと考えている。
　終りに，作品を心よく提供してくださった慈紘保育園に心から感謝の意をのべたい。
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